
九州洋上⾵⼒関連産業ネットワーク
令和６年度の取組について

令和６年１０⽉
九州経済産業局

資源エネルギー環境課



○先⾏する欧州では、遠浅の北海を
中⼼に、落札額が10円/kWhを
切る事例や市場価格（補助⾦ゼ
ロ）の事例が⽣ずる等、⾵⾞の⼤
型化等を通じて、コスト低減が進展。

②安価な電⼒①⼤量導⼊

 洋上⾵⼒発電は、①⼤量導⼊、②安価な電⼒、③⼤きな経済波及効果が期待されることから、
再⽣可能エネルギーの主⼒電源化に向けた切り札。

③⼤きな経済波及効果
○洋上⾵⼒発電設備は、部品数
が多く（数万点）、また、事業規
模は数千億円にいたる場合もあり、
関連産業への波及効果が⼤きい。
地域活性化にも寄与。

運転開始年
価格

(€＝131.4円
￡＝155円)

※2021年平均相場

プロジェクト名国

2008年200EUR/MWh
(26円/kWh)

The Princess 
Amalia

オランダ

2021年54.49EUR/MWh
(7.1円/kWh)BorsseleⅢ＋Ⅳオランダ

2023年市場価格
（補助⾦ゼロ）

Hokkandse Kust
Noord V

オランダ

2023年市場価格
（補助⾦ゼロ）

Hollande Kust
Zuid 3 & 4オランダ

2024年44.99EUR/MWh
(5.9円/kWh)Sofiaイギリス

2024年44.99EUR/MWh
(5.9円/kWh)

Doggerbank
Creyke Beck 

A
イギリス

2026年44 EUR/MWh
(5.8円/kWh)Dunkirkフランス

2027年37.35ポンド/MWh
(5.7円/kWh)Hornsea3,4イギリス

洋上⾵⼒発電導⼊の意義

欧州・⽇本における導⼊状況

○欧州を中⼼に世界で導⼊が拡⼤
○四⽅を海に囲まれた⽇本でも、北
海周辺とは地形や⾵況が異なるも
のの、今後導⼊拡⼤が期待されて
いる。

タワーブレード ナセル

欧州における港湾都市の事例（デンマーク・エスビアウ港）

・建設・運転・保守等の地域との結びつきの強い産
業も多いため、地域活性化に寄与。

・エスビアウ市では、企業誘致にも成功し、約8,000
⼈の雇⽤を創出。
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⾵⾞の数発電所数
累積発電
容量

（万kW）
国名

2,294401,043英国

1,50129769ドイツ

55914170デン
マーク

39911226ベル
ギー

5379261オラン
ダ

330.7⽇本

【出典】欧州︓Offshore Wind in Europe Key trends and statistics 2020より引⽤

※このほか、秋⽥県の秋⽥港（Vestas製4.2MW×13基）
能代港（Vestas製4.2MW×20基）における案件等も進⾏中。



【参考】洋上⾵⼒サプライチェーンの全体像

ナセル内部の構造例

タワー

基礎

ブレード

ベアリング

ブレード⽤
炭素繊維素材

増速機

タワー

永久磁⽯発電機

ケーブル

浮体

⾵⾞本体組⽴製造 電⼒変換器

ボルト

着床式基礎 鋼材

 ⾵⼒発電機器は、⾵⾞製造のみならず、基礎製造やO＆Mなどを含めサプライチェーン全体で多くの
関連部品があり、その数は約３万点にのぼる。

ナセル

調査
開発
2.9%

⾵⾞製造
23.8%

基礎製造
6.7%

電気系統
7.7%

設置
15.5%

O&M
36.2%

撤去
7.2%

＜洋上⾵⼒サプライチェーンのコスト構造（着床式の例）＞

出典︓各社およびNEDOHP 3
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【参考】再エネ海域利⽤法における各区域の状況 促進区域、有望な区域等の指定・整理状況
（2024年10⽉30⽇時点）

【凡例】
●促進区域
●有望区域
●準備区域

※容量の記載について、事業者選定後の案件は選定事業者の計画に基づく発電設備出⼒量。
それ以外は、系統確保容量⼜は調査事業で算定した当該区域において想定する出⼒規模。

5

稼働時期
（予定）

万kW所在地発電事業者事業計画名称

2025年度22福岡県
北九州市

ひびきウインドエナ
ジー株式会社等

北九州響灘洋上
ウインドファーム

2026年
1⽉

1.7
浮体式

⻑崎県
五島市

五島フローティング
ウィンドファーム
合同会社

五島市沖洋上⾵⼒発
電事業

2029年
8⽉

42⻑崎県
⻄海市

みらいえのしま合
同会社

⻑崎県⻄海市江島沖
洋上⾵⼒発電事業

※2024年10⽉30⽇時点。報道情報、事業者講演資料を元に九州経済産業局調べ

【参考】九州地域における主な洋上⾵⼒計画の状況（再エネ海域利⽤法、港湾法）

※港湾法



 九州経済産業局では、洋上⾵⼒発電関連産業への関⼼度合いや参⼊に係る課題等を把握するため、管内のものづくり企業
等に対してアンケート調査を実施。

 特に、洋上⾵⼒発電関連産業に「⾮参⼊」の企業からは、「全体的に情報が不⾜していて、検討の端緒がつかめな
い」という回答が8割以上（⼤いに課題＋やや課題）であり、特殊な業界ゆえに情報が不⾜しているといった声が⽬⽴った。

 また、参⼊済・⾮参⼊を問わず、不⾜する経営資源では「市場情報・他社とのネットワーク」が約6割であり、希望する⽀
援策では、「販路開拓・関連企業とのマッチング機会」や「最新技術や市場環境に係る情報提供」が⾼かった。

【1次アンケート】
・実施時期︓令和4年10⽉上旬〜10⽉下旬
・回収率︓31.3％（938件／3,000件）
※管内企業については、帝国データバンクのデータから抽出した3千件を対象に実施

◆2次アンケート︓
・実施時期︓令和4年10⽉下旬〜11⽉上旬
・回収率︓43.0％（117件／272件）
※1次回答者のうち、洋上⾵⼒発電に「関⼼がない」または「その他」と回答した企業を除く

［参⼊の障害（⾮参⼊企業）※単数回答］ ［不⾜する経営資源］※複数回答 ［希望する⽀援策］※複数回答
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令和４年度九州管内における洋上⾵⼒発電関連産業のサプライチェーン構築
に向けた競争環境分析調査事業 報告書（⼀部抜粋）



令和４年度九州管内における洋上⾵⼒発電関連産業のサプライチェーン構築
に向けた競争環境分析調査事業 報告書（⼀部抜粋）

 ⼤⼿メーカーや⼤⼿のグループ企業は独⾃の情報やネットワークを活⽤して参⼊するケースも多い
 ⼀⽅、中⼩企業等の場合、市場への情報が不⾜しており、単独で参⼊の⽷⼝を⾒つけることは⾮常にハードルが⾼い

 2次アンケート調査に回答のあった企業のうち、10社に対しては個別にヒアリング調査を実施
 ⾮参⼊及び参⼊実績（※現在参⼊済または撤退済）を持つ企業を対象ヒアリング調査結果のポイント

参⼊背景

①市場の全体像や業界構造が⾒えない
例）市場の情報もメーカーとのネットワークも不⾜し、単独で打開するのは困難。⾳頭を取ってくれるメーカーや商社が必要
②洋上⾵⼒発電に係る専⾨知識やノウハウの不⾜
例）業界特有の知⾒や知識を持つスタッフがいない／⾃社の保有設備でどれくらいのビジネスができるのか、イメージができない
③洋上⾵⼒発電に係る基準・ルール等への対応
例）品質管理⾯の基準への対応

参⼊に係る課題
・障壁・競争環境

①市場情報の共有やネットワーキングの強化
例）セミナーなど、最新の情報収集ができる場／ネットワーキングや交流会
②展⽰会出展やマッチング⽀援
例）展⽰会など、情報収集ができる場／マッチング事業
③専⾨知識や語学⼒を有する⼈材の育成
例）洋上⾵⼒発電に関する専⾨知識を有する⼈材／海外メーカーと交渉できる⾼い英語⼒を有する⼈材
④⼤型化に対応する設備投資⽀援
例）設備の⼤型化に対する助成⾦

参⼊促進に向けて
要望する⽀援

<特に、⾮参⼊の中⼩企業等の場合・・・>

情報収集やマッチング⽀援

専⾨⼈材の確保・育成

設備投資⽀援

⼀⽅、海外サプライヤーによる
国内市場参⼊も加速

 現状では、独占禁⽌法に抵触するような明確な阻害要因や課題等を指摘する声はなかったものの、閉鎖的な市場環境・商習慣や情報の
格差をはじめ、いくつか懸念される事象も⽣じている

①閉鎖的な市場環境・商習慣︓業界特有の商慣習。英語でのコミュニケーション対応が困難など中⼩企業等にはハードルが⾼い
②情報の格差︓ ⼀部の⼤⼿企業やメーカーに情報が集中。⾮参⼊の中⼩企業等には情報が⾏き届かない
③取引構造やコスト⾯︓ 重層的な取引構造のため、中⼩企業等が「下請」として参⼊する場合、採算が取れない可能性
④業界基準への対応︓ 業界特有の品質基準等への対応。特に欧州での基準への対応が必要（∵市場が欧州を中⼼に形成）

洋上⾵⼒発電関連産業
に係る競争環境分析
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 調査結果を受け、2023年度から「九州洋上⾵⼒関連産業ネットワーク」を⽴ち上げ、セミナー等情報発信を
実施。今後、段階的に地域企業のサプライチェーン参⼊を⽀援。

 2024年度は、引き続きセミナー等情報発信を実施するほか、サプライチェーンにおける有望分野や参⼊候補
企業の抽出、分野別勉強会の開催等を予定。

中堅・中⼩企業

参⼊済⼤企業
海外メーカー等

⾃治体

九州洋上⾵⼒関連産業
ネットワーク

⽀援機関・⾦融機関

業界団体

⼤学等研究機関
事務局︓九州経済産業局

2023年度の主な取組実績
2023年 8⽉ 九州洋上⾵⼒関連産業ネットワーク⽴ち上げ

11⽉ キックオフセミナー開催
12⽉ 第1回ネットワーク会議開催

2024年 3⽉ 第2回ネットワークセミナー開催

通年 メルマガ配信（随時）
参⼊に向けた企業等の取組紹介（ホームページ）
関連予算・補助事業等の紹介（ホームページ）
会員企業の保有設備等の情報発信（ホームページ）

九州洋上⾵⼒関連産業のサプライチェーン構築について

※2024年10⽉30⽇現在で産学官からなる119の会員が登録。
九州地域におけるサプライチェーン構築に向けた課題と2024年度の主な取組

⽬的 今年度の取組
サプライチェーン全体像整理および
サプライチェーンマップの作成

サプライチェーン川上・川下企業への
ヒアリング調査

ネットワークセミナー開催（年３回）

機運醸成に向けたフォーラムの開催

分野別の部会組成と勉強会の開催

市場の全体像やサプライチェーン
構造の⾒える化

九州のポテンシャル・ターゲット・⽅向
性（勝ち筋）の整理

九州管内における有望企業の発掘

マッチングに向けた市場情報の共有
化やネットワークの強化

九州地域におけるサプライチェーン構築に向けた取組の⽅向性
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【参考】九州洋上⾵⼒関連産業ネットワークの内訳

 2024/10/30時点の会員数は119で、内訳は以下の通り。
 企業は製造業のほか、⼤⼿⾵⾞メーカーや建設⼟⽊⼯事業、商社等も参加。

企業の業種内訳

企業, 93

⾃治体, 9

教育・研究機関, 3 その他団体, 

14

会員構成⽐（所属）

製造業（中⼩企業）, 

28

サービス業, 21

建設⼟⽊⼯事業, 11

海運業, 6

商社, 4

発電事業者, 4

製造業（⼤企業）, 4 ⾦融機関, 2 保険業, 1
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【参考】九州洋上⾵⼒関連産業ネットワークの内訳

 所在地でみると、福岡県、⻑崎県、東京都の順に多い。
 関東以外では、近畿、中国地⽅等からの参加も少し⾒られる。

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

3

8

18

23

49

0 10 20 30 40 50 60

⼭⼝県

三重県

北海道

ベトナム

広島県

千葉県

滋賀県

熊本県

岡⼭県

兵庫県

神奈川県

⼤阪府

⿅児島県

⼤分県

宮崎県

佐賀県

東京都

⻑崎県

福岡県

会員構成⽐（本社所在地）



【参考】九州洋上⾵⼒関連産業ネットワークポータルサイト（九州経済産業局HP）

 NWのポータルサイトでは、⾵⼒関連の予算・補助⾦情報、国や業界の動向、会員企業の保有
設備（ダイレクトリー）等を掲載。今後も引き続き、コンテンツのさらなる充実を図っていく予定。

洋上⾵⼒に関する補助事業等の
⽀援策情報を掲載していきます。

今後、引き続き、各社のダイレクトリー
や保有設備の情報を収集・公開させて
頂く予定です。

九州洋上⾵⼒関連産業ネットワーク （METI/経済産業省）



【令和６年度】調査事業の実施

 九州経済産業局では、令和６年度、市場の全体像や九州管内のポテンシャルの⾒える化、
ターゲットや⽅向性の整理、有望企業の発掘等を⾏うための調査を実施しています。

12

２０２５年２月頃を予定

２０２５年１月頃を予定

9/27、11/13、12/18開催

実施中
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調査開発 撤去

⾵⾞の
撤去

基礎の
撤去

海底
ケーブル
の撤去

洋上
変電所
の撤去

設置作業

起重機船

警戒船

⾵⾞の
設置

基礎の
設置

海底
ケーブル
の敷設

洋上
変電所
の設置 CTV

(⼩型アクセス船)

SEP船

ケーブル
敷設船

⾵⾞の
維持管理

運⽤・維持管理

基礎の
維持管理

海底
ケーブルの
維持管理

洋上
変電所の
維持管理

安全点検

ROV
遠隔操作型
無⼈潜⽔機

AUV
⾃律型無⼈
潜⽔機

UAV
無⼈航空機

CTV
(⼩型アクセス船)

SOV
(⼤型アクセス船)

ナセル
カバー

主軸受

主軸

増速機

制御
システム

ヨー
システム
ヨーベア
リング

ブレーキ
システム
冷却装置

⾵速・
⾵向計

空調
システム

防⽕
システム

構造⽤
複合材料

ブレード
ルート
避雷針

ハブ鋳造

ブレード
ベアリング

ピッチ駆動
システム

等

タワー⽤
鋼材

フランジ

昇降機・
はしご

変圧器

スイッチ
ギア

等

制御
システム

ケーブル

等

ボルト

ケーブル

洋上変電
所⽤基礎

モノパイル

トランジショ
ンピース

ジャケット

等

陸上
ケーブル

ナセル 基礎ブレード タワー 電気設備

発電機

ナセル
台盤

基礎⽤
鋼材

ハブ 電⼒
変換器

洋上
変電所

起重
機船

警戒船

CTV
(⼩型アク
セス船)

SEP船

ケーブル
敷設船

ナセル組⽴ ブレード製造 タワー製造 基礎製造

陸上
変電所

環境
調査

⾵況
調査

地盤
調査

環境
アセス

等

地質
調査船

気象・
海象
観測船

船舶作業 船舶作業 船舶作業船舶作業 機材
起重機船

SEP船

等
等 等

等 等
等

等

等
等

等

調査開発
2.9%

⾵⾞製造
23.8%

基礎製造
6.7%

電気系統
7.7%

設置
15.5%

O&M
36.2%

撤去
7.2%

※数字（%）は「Guide to an offshore wind farm」 (BVG associates, 2019) より三菱総研が算出したLCOEに占める割合。

参考︓洋上⾵⼒サプライチェーンの全体像（着床式の例）

（出所）第1回 洋上⾵⼒の産業競争⼒強化に向けた官⺠協議会 資料３

 今後の展開が期待される「浮体式」洋上⾵⼒設備におけるサプライチェーンの全体像を整理する。

（アウトプットイメージ①︓浮体式におけるSC全体像整理）
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 グローバル/ローカル調達、参⼊難易度によって各部品・⼯程を４象限に分類。
 それぞれの象限における業界構造や課題を整理しながら、九州企業の参⼊可能性を検証する。

（出所）「2023年度 洋上⾵⼒関連産業分野に係る標準化セミナーin九州」
MHIベスタスジャパン株式会社 ご講演資料より抜粋

（アウトプットイメージ②︓参⼊可能性が⾼い領域の特定）



15参考︓九州半導体関連産業サプライチェーンマップ

＜九州エリアマップ＞ ＜⼯程・部品別＞

https://www.kyushu.meti.go.jp/report/2205/220519 1 1.pdf

 九州エリアにおける洋上⾵⼒関連技術をもつ企業を県別・⼯程別・部品別にマッピングし、
管内の有望な地域・企業・技術を⾒える化する。

（アウトプットイメージ③︓九州洋上⾵⼒サプライチェーンマップ）
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 検証結果に基づき、九州企業にとって参⼊が期待できる分野に絞り、３部会程度を組成。
 部会毎に設定したテーマについて、業界の特徴や取組状況、参⼊にあたり求められる知⾒・技術内容、
課題・対応策等についての意⾒交換等を通じて深掘りを⾏う。

・分野別に３部会程度を組成
（例︓⾵⾞部品部会、基礎部会、O＆M部会など）

・各部会１回ずつ勉強会を開催予定

（アウトプットイメージ④︓SC構築に向けた分野別部会の組成）



調査事業におけるアンケートご協⼒のお願い

 九州地域における洋上⾵⼒発電事業に関する参⼊状況および各種意向（期待する⽀援、サプライ
チェーンマップ掲載希望など）を把握するため、アンケート調査を実施しております。

 ５分程度で回答できる内容となっておりますので、ご協⼒のほどよろしくお願いいたします。
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https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/kyusyu-shigenkankyou/ene_wind_2024

九州地域の洋上⾵⼒発電に関する参⼊状況・各種意向調査
https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/kyusyu-shigenkankyou/ene_wind_2024



洋上風力関連産業サプライチェーン構築・標準化セミナー2024

主催者挨拶：九州経済産業局13:30

13:35
14:30

14:30
15:00

15:00
15:30

15:30
15:50

16:20

講師紹介

事務局連絡：九州経済産業局 九州洋上⾵⼒関連産業ネットワークからのお知らせ/令和６年度の活動予定

開 催 日： ９月２７日（金）

開催方法： 対面
参 加 者： １０５名

【テーマ】洋上風力関連産業における全体動向、国内サプライチェーン構築

洋上⾵⼒関連産業サプライチェーン構築セミナー（第１回開催報告）

講演： 「西海市江島沖案件におけるサプライチェーン構築に向けて」
みらいえのしま合同会社 職務執行者・社長 島田 茂東 氏

事例紹介：「秋田の洋上風力と基盤経済の賦活」
株式会社ウェンティ・ジャパン 代表取締役社長 佐藤 裕之 氏

制度紹介：「標準化の戦略的活用及び新市場創造型標準化制度の活用事例について」
一般財団法人日本規格協会（JSA） 標準化アドバイザー 太田 道也 氏

基調講演：「洋上風力産業施策における最新動向」
資源エネルギー庁 風力政策室 係長 長谷川 亘 氏

15:50
16:20

事例紹介：「ClassNKが提供する洋上風力関連サービスのご紹介」
一般財団法人日本海事協会（ClassNK）再生可能エネルギー部上席技師 長 拓治 氏
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洋上⾵⼒関連産業サプライチェーン構築セミナー（第２回ご案内）
洋上風力関連産業サプライチェーン構築・標準化セミナー2024

主催者挨拶：九州経済産業局13:30

13:35
14:30

14:30
15:00

15:00
15:30

15:30
16:00

16:00

講師紹介

事務局連絡：九州経済産業局 九州洋上⾵⼒関連産業ネットワークからのお知らせ/令和６年度の活動進捗

開 催 日 ：１１月１３日（水）

開催方法：オンライン
定 員 ：３００名程度

【テーマ】「浮体式」洋上風力発電設備における「技術動向」

お申し込みはコチラから︕

https://www.kyushu.meti.go.j
p/event/2410/241011_1.html

講演： 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
再生可能エネルギー部 風力・海洋ユニット ユニット長 三枝 俊介 氏

講演： カナデビア株式会社（旧：日立造船株式会社）

執行役員 藤田 孝 氏

講演： NTTアノードエナジー株式会社
浮体式洋上風力技術研究組合（FLOWRA）理事長 寺﨑 正勝 氏

基調講演： 東京大学 先端科学技術研究センター
特任准教授 飯田 誠 氏
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洋上風力関連産業サプライチェーン構築・標準化セミナー2024

主催者挨拶：九州経済産業局13:30

13:35
14:30

14:30
15:00

15:00
15:30

15:30
16:00

16:00

講師紹介

事務局連絡：九州経済産業局 九州洋上⾵⼒関連産業ネットワークからのお知らせ/令和６年度の活動進捗

開 催 日 ：１２月１８日（水）

開催方法： オンライン
定 員： ３００名程度

【テーマ】洋上風力発電設備における「海外動向」

洋上⾵⼒関連産業サプライチェーン構築セミナー（第３回予告）

講演： 日揮株式会社
エネルギートランジション本部 リニューアブルエネルギープロジェクト部
第３グループリーダー 武富 一樹 氏

講演： 株式会社商船三井
エネルギー営業本部 風力事業ユニット長 森口 岳泰 氏

講演： 再生可能エネルギー試験計測株式会社
代表取締役社長 鈴木 章弘 氏

基調講演： 東京大学名誉教授/世界風力エネルギー学会副会長
荒川 忠一 氏
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ご関⼼のある⽅はぜひ
下記よりお問い合わせください

問い合わせ先
九州経済産業局

資源エネルギー環境課
TEL:092-482-5499

〜NW会員随時募集中〜

bzl-k-kanene@meti.go.jp

●会員としてご参加をご希望の⽅は、以下のQR
コードから九州経済産業局のURLにアクセス頂き、
設置要領等をご確認の上、申込をお願いします。
●お問い合わせは以下のQRコードの先をご確認く
ださい。

会員登録（無料）について
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